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第１章  はじめに

近年、子どもの放課後は多様化している。朝日

新聞によると、美作市では新たに無料で夜まで利

用できる、「子ども第三の居場所」が２ヶ所でき、

家庭で様々な問題を抱える子どもを支えることを

目的とした施設としている。スタッフ２〜３人が

学習支援、生活習慣、コミュニケーション、心の

支援、食事提供を行なっている（『朝日新聞』

2022年６月27日付朝刊）。また、朝日新聞による

と埼玉県さいたま市見沼区では「第三の居場所」

として子どもや若者の支援活動をするNPO法人

「さいたまユースサポートネット」が、経済的に

生活が苦しい家庭などに育つ子どもたちが放課後

に集まる「あそぼっくす　みぬま」を開所（『朝

日新聞』2022年１月９日付朝刊）、佐賀県では発

達障害やメンタル不調がある中高生を支援する放

課後デイサービス「ユニスクさが」を開所（『朝

日新聞』2022年３月30日付朝刊）、といったよう

に日本各地で子どもの放課後の「居場所」がつく

られている。

子どもが放課後に通う民間の学童保育でもサー

ビスが変化している。朝日新聞によると、「英会

話教室や塾などを運営する企業が開く民間の学童

保育が次々と登場し、一部の学童が「習い事」化

しつつある」とし、その背景には「放課後の時間

を「有効活用」させたいという親の思いがある」

としている（『朝日新聞』2022年５月21日付朝刊）。

日本各地でできている放課後の居場所も利用料

無料のところから、金銭が発生するサービスもあ

る。多様化している放課後の中で、子どもたちは

どのように過ごしているのだろうか。

第２章  先行研究の検討と研究の目的

現代の資本主義社会は子どもの放課後にも影響

を及ぼしている。大澤真平によると、資本主義社

会において、生活に必要なほとんどの財とサービ

スが市場化されており、子どもの能力を身につけ

る機会や環境を手に入れるには、財やサービスを

必要としている（大澤　2008 : 341）。また、山下

智也は、「現代の子どもの放課後の姿については、

意外と知る術を持たない」（山下　2019 : 222）と

述べている。このことから、子どもの放課後や、

家庭状況について難しい質問などを使わずに知る

方法が必要であると考える。

大澤真平は、クリスマスや誕生日といった子ど

もにとって特別な日の経験は社会的に広く一般化

した行事であり、他者との比較を意識せざるを得

ない出来事である（大澤　2019 : 62）と述べてい

るため、特別なイベント事は他者との比較に用い

ることができる。イベントは家族だけでなく、友

人や親族、習い事などの所属しているところでも

行うことができる。このことから、イベント事か

ら家や学校といった身近な場所以外での他者との

関わりや、子どもの様子を推測することが可能な

のではないかと考えた。

以上のことから、クリスマスや誕生日といった

特別なイベントごとから、子どもの家や学校と

いった身近な場所以外での他者との関わりとつな
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がり、そして、子どもの様子とどのような関係性

を持っているのか明らかにしていきたい。

第３章　仮説の検証

第１節　仮説の設定　

先の調査テーマについて以下のように仮説を設

定した。

○仮説１

日常的に家や学校といった身近な場所以外での

他者との関わりを持っているかによって、家族内、

親戚内、学校内以外で行われるイベントの参加経

験が異なる。

○仮説２

家や学校といった身近な場所以外での他者との

関わりがあるかどうかによって、子どもの様子が

異なる

第２節　調査方法

2022年７月19日に不登校クラスのある通信制全

日制高校の１年生から３年生に「子ども時代の特

別なイベント参加経験と他者との関わり」に関す

るアンケート調査を実施した。そのうち男性が

表１-１. 仮説１小学生の頃のフィッシャーの正確検定の結果

表１-２. 仮説１中学生の頃のフィッシャーの正確検定の結果
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152人、女性が79人、その他が11人、未回答が２

人の計244人から回答を得た。

アンケートの質問内容は家や学校外でのイベン

ト事の参加経験と、日常的に家や学校といった身

近な場所以外での他者との関わりの様子を知るた

めの質問、当時の経験や様子を聞く質問を、小学

生の頃と中学生の頃それぞれ回答してもらった。

第３節　仮説１、仮説２の検証

仮説１を検証するにあたり、下記の変数を使用

して小学生の頃、中学生の頃の経験をそれぞれカ

イ二乗検定、フィッシャーの正確検定をおこない、

フィッシャーの正確検定の結果を表１-１、１-２

にまとめた。

・�日常的に家や学校といった身近な場所以外での

他者との関わりに「習い事」「学校外友人」「（家、

学校以外で）居場所」「（家族、親戚、学校以外で）

相談できる人」「（家族、親戚、学校以外で）信

頼できる人」

・�家族内、親戚内、学校内以外で行われるイベン

トの参加経験に「（家族、親戚、学校以外）誕

生日プレゼントを渡したりもらったりした経

験」「（家、学校以外）ハロウィンパーティーに

参加した経験」「（家、学校以外）クリスマス会

に参加した経験」「（家族、親戚、学校以外）バ

レンタインデープレゼントを渡したりもらった

りした経験」「（家族、親戚、学校以外）ホワイ

トデープレゼントを渡したりもらったりした経

験」

・第三変数に「不登校経験の有無」

　その結果、下記の５つの作業仮説にて小学生の

頃・中学生の頃に関係なく、また不登校の経験に

関係なくPの値が0.05未満であり、変数間で何ら

かの関係があることが分かった。

・作業仮説１-１

　学校外の友人がいるかによって、（家・学校以

外で）クリスマス会に参加した経験の有無が異な

る。

・作業仮説１-２

　（家・学校以外で）安心して過ごせる居場所が

あるかによって、（家族・親戚・学校以外で）バ

レンタインデーでプレゼントを渡したりもらった

りした経験の有無が異なる。

・作業仮説１-３

　（家・学校以外で）安心して過ごせる居場所が

あるかによって、（家族・親戚・学校以外で）ホ

ワイトイデーでプレゼントを渡したりもらったり

した経験の有無が異なる。

・作業仮説１-４

　 (家族・親戚・学校以外で）相談できる人がい

るかどうかによって、（家族・親戚・学校以外で）

誕生日プレゼントを渡したりもらったりした経験

の有無が異なる。

・作業仮説１-５

　（家族・親戚・学校以外で）信頼できる人がい

るかどうかによって、（家族・親戚・学校以外で）

誕生日プレゼントを渡したりもらったりした経験

の有無が異なる。

次に仮説１の分析で家や学校といった身近な場

所以外での「誕生日」「クリスマス会」「バレンタ

インデー」「ホワイトデー」イベントに参加した

ことのある人と参加したことのない人との違いを

見るために、仮説２を検討する。「家や学校といっ

た身近な場所以外での他者との関わりがあるかど

うか」を見るために、仮説１の分析で関係の見ら

れた「誕生日」「クリスマス会」「バレンタインデー」
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「ホワイトデー」の４つの変数を使用する。

仮説２を調査検証するにあたり、下記の変数を

使用して小学生の頃、中学生の頃の経験をそれぞ

れカイ二乗検定、フィッシャーの正確検定をおこ

ない、フィッシャーの正確検定の結果を表２-１、

２-２にまとめた。

・�家や学校といった身近な場所以外での他者との

関わりがあるかどうかに「（家族、親戚、学校

以外）誕生日プレゼントを渡したりもらったり

した経験」「（家、学校以外）クリスマス会に参

加した経験」「（家族、親戚、学校以外）バレン

表２-１. 仮説２小学生の頃のフィッシャーの正確検定結果

表２-２. 仮説２中学生の頃のフィッシャーの正確検定結果
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タインデープレゼントを渡したりもらったりし

た経験」「（家族、親戚、学校以外）ホワイトデー

プレゼントを渡したりもらったりした経験」

・�子どもの様子に「自信の有無」「信頼されてい

た経験」「保護者と話す頻度」「授業理解度」

・第三変数に「不登校経験の有無」

　その結果、「小学生の頃」では、不登校の経験「あ

り」「なし」のどちらか、もしくは両方にPの値

が0.05未満であり、変数間で何らかの関係がある

ことが分かった作業仮説が８つ、「中学生の頃」

では、不登校の経験「あり」でPの値が0.05未満

であり、変数間で何らかの関係があることが分

かった作業仮説が５つあることが分かった。

・作業仮説２-１

　小学生の頃・中学生の頃（家族・親戚・学校以

外で）誕生日プレゼントを渡したりもらったりし

た経験の有無によって、信頼されていた経験の有

無が異なる。

・作業仮説２-２

　小学生の頃・中学生の頃（家・学校以外で）ク

リスマス会に参加した経験の有無によって、自分

に自信を持っていたかどうかが異なる。

・作業仮説２-３

　小学生の頃・中学生の頃（家・学校以外で）ク

リスマス会に参加した経験の有無によって、信頼

されていた経験の有無が異なる。

・作業仮説２-４

　小学生の頃・中学生の頃（家族・親戚・学校以

外で）バレンタインデーでプレゼントを渡したり

もらったりした経験の有無によって、信頼されて

いた経験の有無が異なる。

・作業仮説２-５

　小学生の頃・中学生の頃（家族・親戚・学校以

外で）ホワイトデーでプレゼントを渡したりも

らったりした経験の有無によって、信頼されてい

た経験の有無が異なる。

・作業仮説２-６

　小学生の頃（家・学校以外で）クリスマス会に

参加した経験の有無によって、保護者と話す頻度

が異なる。

・作業仮説２-７

　小学生の頃（家族・親戚・学校以外で）バレン

タインデーでプレゼントを渡したりもらったりし

た経験の有無によって、自分に自信を持っていた

かどうかが異なる。

・作業仮説２-８

　小学生の頃（家族・親戚・学校以外で）バレン

タインデーでプレゼントを渡したりもらったりし

た経験の有無によって、授業の理解度が異なる。

第４章　仮説１、２の結果のまとめと考察

仮説１の５つの作業仮説と、仮説２の８つの作

業仮説にフィッシャーの正確検定、残差検定を

行った。その結果、15の事実を考えることができ

た。イベントごとに結果を述べていく。

まず「クリスマス会」イベントについてまとめ

る。「クリスマス会」イベントには下記５つの事

実があることが明らかになった。

１.�小学生の頃、学校外の友人がいる人は、家、

学校以外のクリスマス会に参加した経験を

持っている人が多い。中でも小学生頃に家、

学校以外のクリスマス会に参加した経験のあ

る人は、小学生の頃、人に信頼されていたと

感じる何らかの経験を持っている人が多い。
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２.�中学生の頃、学校外の友人がいる人は、家、

学校以外のクリスマス会に参加した経験を

持っている人が多い。中でも「中学生不登校

経験あり」の人で、中学生の頃に家、学校以

外のクリスマス会に参加した経験のある人は、

中学生の頃に人に信頼されていたと感じる何

らかの経験を持っている人が多い。

３.�小学生の頃、学校外の友人がいる人は、家、

学校以外のクリスマス会に参加した経験を

持っている人が多い。中でも「小学生不登校

経験なし」の人で、小学生の頃に家、学校以

外のクリスマス会に参加した経験のある人は、

小学生の頃自分に自信を持っていた人が多い。

４.�中学生の頃、学校外の友人がいる人は、家、

学校以外のクリスマス会に参加した経験を

持っている人が多い。中でも「中学生不登校

経験あり」の人で、中学生の頃に家、学校以

外のクリスマス会に参加した経験のある人は、

中学生の頃自分に自信を持っていた人が多い。

５.�小学生の頃、学校外の友人がいる人は、家、

学校以外のクリスマス会に参加した経験を

持っている人が多い。中でも「小学生不登校

経験なし」の人で、小学生の頃に家、学校以

外のクリスマス会に参加した経験のある人は、

小学生の頃保護者と話す機会が多い。

　次に「バレンタインデー」イベントについてま

とめる。「バレンタインデー」イベントには下記

４つの事実が明らかになった。

６.�小学生の頃、家、学校以外で安心して過ごせ

る居場所がある人は、バレンタインデーの時、

家族、親戚、学校(先生、友達)以外の人にプレ

ゼントを渡したりもらったりした経験を持っ

ている人が多い。中でも小学生の頃バレンタ

インデーの時、家族、親戚、学校(先生、友達)

以外の人にプレゼントを渡したりもらったり

した経験がある人は、小学生の頃人に信頼さ

れていたと感じる何らかの経験を持っている

人が多い。

７.�中学生の頃、家、学校以外で安心して過ごせ

る居場所がある人は、バレンタインデーの時、

家族、親戚、学校(先生、友達)以外の人にプレ

ゼントを渡したりもらったりした経験を持っ

ている人が多い。中でも「中学生不登校経験

あり」の人で、バレンタインデーの時、家族、

親戚、学校(先生、友達)以外の人にプレゼント

を渡したりもらったりした経験がある人は、

中学生の頃人に信頼されていたと感じる何ら

かの経験を持っている人が多い。

８.�小学生の頃、家、学校以外で安心して過ごせ

る居場所がある人は、バレンタインデーの時、

家族、親戚、学校(先生、友達)以外の人にプレ

ゼントを渡したりもらったりした経験を持っ

ている人が多い。中でも「小学生不登校経験

なし」の人で、バレンタインデーの時、家族、

親戚、学校(先生、友達)以外の人にプレゼント

を渡したりもらったりした経験がある人は、

小学生の頃自分に自信を持っていた人が多い。

９.�小学生の頃、家、学校以外で安心して過ごせ

る居場所がある人は、バレンタインデーの時、

家族、親戚、学校(先生、友達)の人以外にプレ

ゼントを渡したりもらったりした経験を持っ

ている人が多い。中でも「小学生不登校経験

あり」の人で、バレンタインデーの時、家族、

親戚、学校(先生、友達)以外の人にプレゼント

を渡したりもらったりした経験がある人は、
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小学生の頃学校の授業が理解できた人が多い。

　次に「ホワイトデー」イベントについてまとめ

る。「ホワイトデー」イベントには下記２つの事

実が明らかになった。

10.�小学生の頃、家、学校以外で安心して過ごせ

る居場所がある人は、ホワイトデーの時、家族、

親戚、学校(先生、友達)以外の人にプレゼント

を渡したりもらったりした経験を持っている

人が多い。中でも「小学生不登校経験なし」

の人で、ホワイトデーの時、家族、親戚、学

校(先生、友達)の人以外にプレゼントを渡した

りもらったりした経験がある人は、人から信

頼されていたと感じる何らかの経験をした人

が多い。

11.�中学生の頃、家、学校以外で安心して過ごせ

る居場所がある人は、ホワイトデーの時、家族、

親戚、学校(先生、友達)の人以外にプレゼント

を渡したりもらったりした経験を持っている

人が多い。中でも「中学生不登校経験あり」

の人で、ホワイトデーの時、家族、親戚、学

校(先生、友達)以外の人にプレゼントを渡した

りもらったりした経験がある人は、人から信

頼されていたと感じる何らかの経験をした人

が多い。

　最後に「誕生日」イベントについてまとめる。「誕

生日」イベントには下記４つの事実が明らかに

なった。

12.�小学生の頃、家族、親戚、学校(先生、友達)以

外の人で相談できる人がいる人は、家族、親戚、

学校(先生、友達)以外の人に誕生日プレゼント

を渡したりもらったりした経験がある人が多

い。中でも「小学生不登校経験なし」の人で、

家族、親戚、学校(先生、友達)以外の人に誕生

日プレゼントを渡したりもらったりした経験

がある人は、人から信頼されていたと感じる

何らかの経験をしている人が多い。

13.�中学生の頃、家族、親戚、学校(先生、友達)以

外の人で相談できる人がいる人は、家族、親戚、

学校(先生、友達)以外の人に誕生日プレゼント

を渡したりもらったりした経験がある人が多

い。中でも「中学生不登校経験あり」の人で、

家族、親戚、学校(先生、友達)以外の人に誕生

日プレゼントを渡したりもらったりした経験

がある人は、信頼されていたと感じる何らか

の経験をしている人が多い。

14.�小学生の頃、家族、親戚、学校(先生、友達)以

外の人で信頼できる人がいる人は、家族、親戚、

学校(先生、友達)以外の人に誕生日プレゼント

を渡したりもらったりした経験がある人が多

い。中でも「小学生不登校経験なし」の人で、

家族、親戚、学校(先生、友達)以外の人に誕生

日プレゼントを渡したりもらったりした経験

がある人は、人から信頼されていたと感じる

何らかの経験をしている人が多い。

15.�中学生の頃、家族、親戚、学校(先生、友達)以

外の人で信頼できる人がいる人は、家族、親戚、

学校(先生、友達)以外の人に誕生日プレゼント

を渡したりもらったりした経験がある人が多

い。中でも「中学生不登校経験あり」の人で、

家族、親戚、学校(先生、友達)以外の人に誕生

日プレゼントを渡したりもらったりした経験

がある人は、信頼されていたと感じる何らか

の経験をしている人が多い。

　今回の調査で、「クリスマス会」「バレンタイン

デー」「ホワイトデー」「誕生日」の４つのイベン
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トから15の事実を考えることができた。４つのイ

ベント事全て、「信頼されていた経験」と関係が

あることが分かった。信頼されていたと感じた何

らかの経験が存在していることが考えられる。ク

リスマス会とバレンタインデーの２つのイベント

事からは「自分に自信を持っているか」と関係が

あることが分かった。自信を持つ何らかの経験を

していることが考えられた。先行研究で、山野則

子が「子どもの放課後過ごす人の幅が増えるなど

生活を豊かにすることは困窮度に関係せず親子の

触れ合いや自己肯定感要素に影響を与えることが

できる」（山野　2019  :113）と述べていた。分析

結果から、日常的に家や学校といった身近な場所

以外での他者との関わりを持っている人は何らか

のイベントに参加している人が多く、イベントに

参加している人は人から信頼されていたと感じる

経験(１、２、６、７、10、11、12、13、14、15)や、

自分に自信を持っていた人(３、４、８)が多かっ

たことから、イベントに参加している人は生活が

豊かな人が多く、自己肯定感要素に影響を与えて

いた可能性があることが考えられた。また、「バ

レンタインデー」「ホワイトデー」の２つのイベ

ントの結果にはジェンダー差がある可能性が考え

られた。

アンケート調査を実施した通信制全日制高校の

学生の特徴が出ている可能性があり、この結果を

一般化するにあたり、他の高校での調査も必要で

あると考える。また、新型コロナウイルスの影響

により、生活様式が変化しているため、現在の子

どもたちの放課後とは異なっている可能性があ

る。今回行わなかった仮説１、仮説２での統計的

に有意な値が出なかった変数についてや、信頼さ

れていたと感じたり、自分に自信を持つきっかけ

となったりした何らかの経験について、仮説１の

結果と仮説２の結果間の関係性については、次回

の調査で明らかにしていきたい。
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